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編 集
後 記

　気づけばもう７月も終わり…。１か月が過ぎるのがあっという間で、「こ
うやって歳をとっていくんだなあ…」と、最近しみじみ感じています。
　小６の娘がおりますが、今年はなんと夏休みの宿題を早めに終わらせる
タイプに成長していてびっくり。小学校低学年の頃は、夏休みの終盤に

「まだやってない！」と焦っていたのに…と、娘の成長を感じながら、自分の変わらな
さにも少し笑ってしまいます。
　毎日うだるような暑さが続いていますが、体調にはくれぐれもお気をつけください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。
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令和７年　お盆期間中の営業について
一般業務 移動店舗 ＡＴＭ 自動車・農機・ＬＰＧ 人工授精 給油所 ＪＡグリーン 直売所 Ａコープ店舗

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

8月16日
（土）

通 常 の 土 日 と 同 様 の 運 営
8月17日
（日）

8月12日
（火） 平　　　　常　　　　業　　　　務

8月13日
（水） 平　　常　　業　　務

午後5時迄営業8月14日
（木） 平　　常　　業　　務

8月15日
（金） 平　　常　　業　　務
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ちゃぐりんフェスタ

毎年恒例の楽しい「ちゃぐりんフェスタ」

女性部があつまり楽しく味噌とアイスを作りました。
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第31回

　７月12日、佐世保市の佐世保食肉
センターで「第31回長崎和牛系統枝
肉共励会」が開催されました。
　県内６ＪＡから選抜された99頭
（去勢79頭、メス20頭）が上場され、
枝肉の品質を競いました。
　そのうち22頭がＪＡごとう地区管
内産の素牛で、針崎善昭さん（崎山

地区）の素牛が金賞一席を、木戸俊
輔さん（山内地区）の素牛が銀賞一
席を獲得しています。
　今回は平均枝肉重量522.5㎏、歩
留まり66.2％、平均単価2723円／㎏
という高水準の結果となりました。
　最優秀賞（グランドチャンピオン）
に選ばれた牛の枝肉は、全国相場の

３倍となる7000円／㎏の高値で落札
されるなど、「長崎和牛」というブ
ランド力のさらなる向上を印象づけ
ました。

　
令
和
7
年
7
月
期
の
せ
り
市
が
7

月
13
日
と
14
日
の
2
日
間
、
五
島
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
5
9
戸
の
生
産
者
か
ら
合
計

5
7
8
頭
（
子
牛
5
5
0
頭
、
成
牛

28
頭
）
が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
間
の
子
牛
の
平
均
価
格
は
65

万
6
3
9
2
円
と
な
り
、
前
回
と
比

べ
て
1
万
2
8
8
7
円
上
昇
し
ま
し

た
。平
均
で
は
小
幅
な
上
昇
に
留
ま
っ

た
も
の
の
、
最
高
価
格
は
1
0
0
万

円
を
超
え
る
な
ど
高
値
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
は
生
産
者
の
意
欲
向
上

に
繋
が
り
、「
今
後
少
し
ず
つ
で
い
い

の
で
価
格
が
上
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
期
待
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
一
方
で
、「
2
期
続
け
て
い
い

状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
、
次
回
価

格
が
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
」と
い
っ

た
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

令和７年度 ７月期 牛せり

肉用牛●五島だけではなく、県内各所で上昇傾向に。これからのせりに期待が高まります。

子牛せり、高値傾向で生産者の期待高まる

　
７
月
に
入
り
、
県
内
の
他
の
家
畜

市
場
で
も
顕
著
な
上
昇
傾
向
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
・
19
日
に
開
催
さ
れ
た

県
南
家
畜
市
場
で
は
、
子
牛
の
平
均

価
格
が
前
回
よ
り
３
万
７
２
８
２
円

上
が
り
62
万
５
８
７
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
７
月
21
日
・
22
日
の
平
戸

口
中
央
家
畜
市
場
で
も
、
平
均
価
格

が
６
万
８
２
３
０
円
上
が
り
64
万
２

７
５
１
円
と
い
う
高
値
で
、
好
調
な

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
家
畜
市
場
で
の
価
格
上

昇
は
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
化
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
市
場
動
向
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

五島産素牛が金賞を獲得
●五島牛の素牛が輝く！枝肉共励会で、金・銀Ｗ受賞の快挙

「長崎和牛」系統枝肉共励会

牛枝肉

県
内
家
畜
市
場
も
上
昇
傾
向

父 母の父 祖母の父
G.C賞 長崎西彼（三重） 岳下 肇 県南 勝乃幸 百合白清２ 安福久 去勢 820 550.0 12 A5

金賞一席 ながさき県央（東彼） 浪瀬 誠司 五島 勝乃幸 金太郎３ 安福久 去勢 747 511.2 12 A5 針崎 善昭
金賞二席 長崎西彼（三重） 前田 博孝 壱岐 若百合 美国桜 平茂晴 去勢 851 564.5 12 A5
銀賞一席 島原雲仙（吾妻） 前田 学 五島 福之姫 美国桜 華春福 去勢 847 570.4 12 A5 木戸 俊輔
銀賞二席 ながさき県央（東彼） 宮田 孝征 壱岐 勝乃幸 美国桜 安福久 去勢 767 524.1 12 A5
銀賞三席 ながさき県央（東彼） 音辻 敏之 県南 百合幸 安福久 勝忠平 去勢 782 522.8 12 A5
銅賞一席 壱岐市農協 堆肥センター 壱岐 勝乃幸 安福久 百合茂 去勢 819 562.1 12 A5
銅賞二席 長崎西彼（三重） 前田 博孝 壱岐 隆安国 諒太郎 安福久 去勢 788 534.0 12 A5
銅賞三席 島原雲仙（千々石） 小川 博信 県南 勝乃幸 若百合 美国桜 去勢 871 590.7 12 A5
銅賞四席 ながさき県央（東彼） (同)池野畜産 県南 勝乃幸 安福久 平茂勝 去勢 829 567.8 12 A5

性別

令和７年度　第31回「長崎和牛」系統枝肉共励会結果一覧
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中玉トマト

いんげん

スナップ

そらまめ

ハウスびわ

　ＪＡごとう管内の各　生産部会において出荷
反省会が開催されまし　た。
　各反省会では、抱え　ている課題や将来への
展望について慎重に議　論が重ねられ、さらに
農家と販売者がそれぞ　れの視点から意見交換
を行う貴重かつ有意義　な時間となりました。

　
７
月
９
日
、「
中
玉
ト
マ
ト
出
荷

反
省
会
」
を
Ｊ
Ａ
ご
と
う
富
江
支
店

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
作
柄
に
つ
い
て
は
、
作

付
面
積
が
85
㌃
、
生
産
者
戸
数
は
６

名
。
例
年
に
な
い
猛
暑
に
加
え
、
台

風
も
接
近
す
る
な
か
で
の
定
植
と
な

り
、
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
２
月
に
は
大
寒
波
が
襲
来
し
、

栽
培
・
出
荷
と
も
に
極
め
て
厳
し
い

環
境
下
で
の
作
業
と
な
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
荷
実

績
を
見
る
と
、
反
収
は
前
年
を
上
回

る
約
１
１
２
％
と
な
り
、
厳
し
い
気

象
条
件
の
中
で
も
栽
培
技
術
の
向
上

が
成
果
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
規
格
の
比
率
は
、М
サ
イ
ズ

が
33
％
、Ｓ
サ
イ
ズ
が
39
％
と
全
体

の
約
７
割
を
占
め
、
需
要
の
高
い
サ

イ
ズ
を
安
定
し
て
出
荷
で
き
て
い
る

点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
場
関
係
者
か
ら
の
評
価

や
意
見
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪

中
央
青
果（
株
）担
当
者
か
ら
は
、
11

月
は
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
顕
著
で
、

集
荷
量
が
前
年
を
大
き
く
下
回
り
、

全
国
的
に
野
菜
の
出
荷
が
厳
し
い
年

で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

長
崎
で
じ
ま
青
果（
株
）社
担
当
者
か

ら
は
、
五
島
ル
ビ
ー
の
販
売
実
績
が

前
年
対
比
１
２
０
％
と
好
調
だ
っ
た

点
が
評
価
さ
れ
、
輸
入
品
と
の
競
争

が
激
し
い
中
で
も
固
定
客
の
存
在
を

感
じ
ら
れ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　「
味
・
品
質
・
数
量
」
の
継
続
が

今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
鍵
に
な

る
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
11
日
、「
Ｊ
Ａ
ご
と
う 

そ
ら

ま
め
部
会
出
荷
反
省
会
」
を
本
店
で

開
催
し
、
今
期
の
生
育
状
況
や
出
荷

実
績
、
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
産
の
栽
培
面
積
は
４
７

７
㌃
（
前
年
比
93
・
１
％
）、
生
産

者
数
は
52
戸（
前
年
55
戸
）で
ス
タ
ー

ト
。
植
え
付
け
後
は
高
温
・
干
ば
つ

傾
向
と
な
り
、
発
芽
不
良
や
灌
水
量

の
違
い
に
よ
る
生
育
の
不
揃
い
が
各

地
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２

月
の
降
雪
、
３
月
の
遅
霜
・
寒
風
の

影
響
で
作
型
が
約
１
か
月
遅
れ
、
例

年
４
月
中
旬
に
迎
え
る
出
荷
の
ピ
ー

ク
が
、
今
年
は
４
月
下
旬
〜
５
月
上

旬
と
な
り
ま
し
た
。
過
熟
傾
向
や
反

収
の
押
し
も
見
ら
れ
、
生
産
面
で
は

厳
し
い
結
果
に
。
病
害
虫
で
は
「
赤

色
斑
点
病
」「
さ
び
病
」、
さ
ら
に
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因
と
み
ら
れ
る

「
し
み
病
」
が
発
生
し
、
品
質
や
収

量
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
農
家
か
ら
「
そ
ら
ま
め

の
需
要
」
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

同
席
し
た
「
東
京
青
果
（
株
）」「
大

阪
中
央
青
果
（
株
）」
か
ら
は
、「
需

要
は
年
齢
層
に
偏
り
が
あ
る
が
、
売

上
が
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

旬
の
高
級
食
材
と
し
て
料
亭
な
ど
で

も
扱
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
市
場

に
出
す
〝
タ
イ
ミ
ン
グ
〞
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
見
解
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
気
象
対
応
や
品
質
の
栽
培

技
術
の
向
上
と
品
質
の
安
定
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ス
ナ
ッ
プ
部
会
は
、

７
月
11
日
に
令
和
６
年
産
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
の
出
荷
反
省
会
を
開
催
し
、

出
荷
実
績
や
課
題
に
つ
い
て
報
告
・

共
有
し
ま
し
た
。

　
生
産
者
数
は
露
地
43
戸
、
ハ
ウ
ス

27
戸
に
対
し
、
栽
培
面
積
は
露
地
２

７
５
㌃
、
ハ
ウ
ス
１
５
０
㌃
で
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
栽
培
で
は
、
例
年
８
月
下
旬
か
ら

始
ま
る
播
種
作
業
が
、
令
和
５
年
９

月
末
ま
で
続
い
た
高
温
の
影
響
で
遅

れ
、
生
育
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
荷
数
量

は
計
画
比
54
・
８
％
に
と
ど
ま
り
、

高
温
や
干
ば
つ
で
根
の
活
着
が
悪
く

生
育
に
も
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
年
だ
っ
た
と

振
返
り
ま
し
た
。
一
部
圃
場
で
は
播

き
直
し
も
発
生
し
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で

は
３
月
の
遅
霜
や
乾
風
に
よ
る
被

害
も
確
認
さ
れ
、
病
害
虫
で
は
「
こ

う
が
い
毛
カ
ビ
病
」
が
今
年
も
発
生

し
、
収
量
減
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
立
ち
枯
れ
病
」「
灰
色

カ
ビ
病
」「
ス
リ
ッ
プ
ス
」
も
見
受

け
ら
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
出
荷
量
は
計
画
64
・
４
ｔ
に
対

し
、
実
績
36
・
６
ｔ
と
計
画
比
65
・

７
％
の
実
績
で
し
た
。

　
令
和
７
年
度
産
は
、
計
画
作
付
面

積
３
５
７
㌃
（
ハ
ウ
ス
１
０
６
㌃
・

露
地
２
５
１
㌃
）
で
、
前
年
比
87
％

の
見
込
み
で
す
。
今
後
も
気
象
対
応

や
病
害
虫
対
策
を
徹
底
し
、
安
定
し

た
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
い
ん
げ
ん
部
会
は
、

７
月
11
日
に
Ｊ
Ａ
ご
と
う
本
店
に
て

出
荷
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
令
和
７
年
産
春
い
ん
げ

ん
の
出
荷
実
績
が
報
告
さ
れ
、
６
月

30
日
時
点
で
は
計
画
比
71
・
９
％
昨

年
比
81
・
２
％
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
反
収
は
８
５
６
㎏
で
、
前
年
の
約

68
％
と
や
や
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
も
出
荷
が
続
い
て
お
り
、
出
荷

量
・
反
収
と
も
に
今
後
微
増
の
見
込

み
で
す
。

　
播
種
は
２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
に

一
部
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
低

温
や
干
ば
つ
の
影
響
で
発
芽
不
良
・

生
育
遅
れ
が
生
じ
、
計
画
通
り
と
は

な
ら
な
か
っ
た
反
面「
キ
セ
ラ
ネ
オ
」

品
種
は
、
計
画
比
98
％
と
、
ほ
ぼ
達

成
し
、
特
に
収
量
・
品
質
面
で
好
調

で
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
抑
制
い
ん

げ
ん
（
い
ん
げ
ん
２
号
・
ス
テ
イ

ヤ
ー
）
の
作
付
面
積
は
86
㌃
と
な
り
、

前
年
の
１
０
８
㌃
か
ら
約
80
％
に
減

少
し
ま
し
た
。

　
現
在
試
験
的
に
栽
培
し
て
い
る
　

「
キ
セ
ラ
ネ
オ
」
の
品
種
に
つ
い
て
、

栽
培
し
て
い
る
農
家
か
ら
は
、「
色
・

形
と
も
に
綺
麗
で
は
あ
る
が
、
収
穫

の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
。
市
場
で
の
価

格
が
少
し
で
も
高
け
れ
ば
優
位
性
が

あ
る
が
、
現
在
で
は
な
ん
と
も
言
え

な
い
」
と
、
栽
培
に
関
し
て
の
リ
ア

ル
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
対
し
、
農
産
園
芸
部
は
、「
今

後
も
継
続
的
に
栽
培
し
つ
つ
関
係

農
家
と
の
現
地
検
討
会
を
開
催
し

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
本
店
で

「
令
和
６
年
産
び
わ
出
荷
反
省
会
」

を
開
催
し
、
長
崎
の
特
産
品
で
あ
る

び
わ
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
成
果
と
課
題

が
共
有
さ
れ
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上

と
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
の
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
部
会
長
を
務
め
ら

れ
た
馬
場
崎
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
挨

拶
で
幕
を
開
け
、
役
員
改
選
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
産
ハ
ウ
ス
び
わ
の
出
荷

実
績
は
約
８
・
８
ｔ
で
、
前
年
度
に

対
し
88
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
場
の
厳
し
い
冷
え
込
み

に
よ
る
育
成
の
遅
れ
と
、
出
荷
開
始

の
遅
れ
が
主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
県
内
全
体
で
も
出
荷
数
の
減
少

や
小
玉
傾
向
が
見
ら
れ
た
一
方
で
、

今
年
の
び
わ
の
キ
ロ
単
価
は
２
５
６

４
円
と
、
前
年
（
２
２
６
８
円
）
を

大
き
く
上
回
る
１
１
３
％
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
反
省
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動
計

画
も
共
有
さ
れ
、
毎
年
恒
例
の
現
地

講
習
会
や
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
も

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
も
聞

か
れ
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

し
た
。

　
そ
し
て
、
役
員
改
選
で
は
新
部
会

長
に
田
村
啓
一
さ
ん
、
副
部
会
長
に

は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
川
口
規
一
さ

ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
び
わ
部
会
は
、
今
後
も
講
習
会
や

研
修
会
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、

五
島
び
わ
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と

安
定
供
給
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
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中玉トマト

いんげん

スナップ

そらまめ

ハウスびわ

　ＪＡごとう管内の各　生産部会において出荷
反省会が開催されまし　た。
　各反省会では、抱え　ている課題や将来への
展望について慎重に議　論が重ねられ、さらに
農家と販売者がそれぞ　れの視点から意見交換
を行う貴重かつ有意義　な時間となりました。

　
７
月
９
日
、「
中
玉
ト
マ
ト
出
荷

反
省
会
」
を
Ｊ
Ａ
ご
と
う
富
江
支
店

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
作
柄
に
つ
い
て
は
、
作

付
面
積
が
85
㌃
、
生
産
者
戸
数
は
６

名
。
例
年
に
な
い
猛
暑
に
加
え
、
台

風
も
接
近
す
る
な
か
で
の
定
植
と
な

り
、
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
２
月
に
は
大
寒
波
が
襲
来
し
、

栽
培
・
出
荷
と
も
に
極
め
て
厳
し
い

環
境
下
で
の
作
業
と
な
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
荷
実

績
を
見
る
と
、
反
収
は
前
年
を
上
回

る
約
１
１
２
％
と
な
り
、
厳
し
い
気

象
条
件
の
中
で
も
栽
培
技
術
の
向
上

が
成
果
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
規
格
の
比
率
は
、М
サ
イ
ズ

が
33
％
、Ｓ
サ
イ
ズ
が
39
％
と
全
体

の
約
７
割
を
占
め
、
需
要
の
高
い
サ

イ
ズ
を
安
定
し
て
出
荷
で
き
て
い
る

点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
場
関
係
者
か
ら
の
評
価

や
意
見
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪

中
央
青
果（
株
）担
当
者
か
ら
は
、
11

月
は
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
顕
著
で
、

集
荷
量
が
前
年
を
大
き
く
下
回
り
、

全
国
的
に
野
菜
の
出
荷
が
厳
し
い
年

で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

長
崎
で
じ
ま
青
果（
株
）社
担
当
者
か

ら
は
、
五
島
ル
ビ
ー
の
販
売
実
績
が

前
年
対
比
１
２
０
％
と
好
調
だ
っ
た

点
が
評
価
さ
れ
、
輸
入
品
と
の
競
争

が
激
し
い
中
で
も
固
定
客
の
存
在
を

感
じ
ら
れ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　「
味
・
品
質
・
数
量
」
の
継
続
が

今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
鍵
に
な

る
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
11
日
、「
Ｊ
Ａ
ご
と
う 

そ
ら

ま
め
部
会
出
荷
反
省
会
」
を
本
店
で

開
催
し
、
今
期
の
生
育
状
況
や
出
荷

実
績
、
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
産
の
栽
培
面
積
は
４
７

７
㌃
（
前
年
比
93
・
１
％
）、
生
産

者
数
は
52
戸（
前
年
55
戸
）で
ス
タ
ー

ト
。
植
え
付
け
後
は
高
温
・
干
ば
つ

傾
向
と
な
り
、
発
芽
不
良
や
灌
水
量

の
違
い
に
よ
る
生
育
の
不
揃
い
が
各

地
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２

月
の
降
雪
、
３
月
の
遅
霜
・
寒
風
の

影
響
で
作
型
が
約
１
か
月
遅
れ
、
例

年
４
月
中
旬
に
迎
え
る
出
荷
の
ピ
ー

ク
が
、
今
年
は
４
月
下
旬
〜
５
月
上

旬
と
な
り
ま
し
た
。
過
熟
傾
向
や
反

収
の
押
し
も
見
ら
れ
、
生
産
面
で
は

厳
し
い
結
果
に
。
病
害
虫
で
は
「
赤

色
斑
点
病
」「
さ
び
病
」、
さ
ら
に
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因
と
み
ら
れ
る

「
し
み
病
」
が
発
生
し
、
品
質
や
収

量
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
農
家
か
ら
「
そ
ら
ま
め

の
需
要
」
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

同
席
し
た
「
東
京
青
果
（
株
）」「
大

阪
中
央
青
果
（
株
）」
か
ら
は
、「
需

要
は
年
齢
層
に
偏
り
が
あ
る
が
、
売

上
が
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

旬
の
高
級
食
材
と
し
て
料
亭
な
ど
で

も
扱
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
市
場

に
出
す
〝
タ
イ
ミ
ン
グ
〞
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
見
解
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
気
象
対
応
や
品
質
の
栽
培

技
術
の
向
上
と
品
質
の
安
定
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ス
ナ
ッ
プ
部
会
は
、

７
月
11
日
に
令
和
６
年
産
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
の
出
荷
反
省
会
を
開
催
し
、

出
荷
実
績
や
課
題
に
つ
い
て
報
告
・

共
有
し
ま
し
た
。

　
生
産
者
数
は
露
地
43
戸
、
ハ
ウ
ス

27
戸
に
対
し
、
栽
培
面
積
は
露
地
２

７
５
㌃
、
ハ
ウ
ス
１
５
０
㌃
で
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
栽
培
で
は
、
例
年
８
月
下
旬
か
ら

始
ま
る
播
種
作
業
が
、
令
和
５
年
９

月
末
ま
で
続
い
た
高
温
の
影
響
で
遅

れ
、
生
育
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
荷
数
量

は
計
画
比
54
・
８
％
に
と
ど
ま
り
、

高
温
や
干
ば
つ
で
根
の
活
着
が
悪
く

生
育
に
も
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
年
だ
っ
た
と

振
返
り
ま
し
た
。
一
部
圃
場
で
は
播

き
直
し
も
発
生
し
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で

は
３
月
の
遅
霜
や
乾
風
に
よ
る
被

害
も
確
認
さ
れ
、
病
害
虫
で
は
「
こ

う
が
い
毛
カ
ビ
病
」
が
今
年
も
発
生

し
、
収
量
減
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
立
ち
枯
れ
病
」「
灰
色

カ
ビ
病
」「
ス
リ
ッ
プ
ス
」
も
見
受

け
ら
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
出
荷
量
は
計
画
64
・
４
ｔ
に
対

し
、
実
績
36
・
６
ｔ
と
計
画
比
65
・

７
％
の
実
績
で
し
た
。

　
令
和
７
年
度
産
は
、
計
画
作
付
面

積
３
５
７
㌃
（
ハ
ウ
ス
１
０
６
㌃
・

露
地
２
５
１
㌃
）
で
、
前
年
比
87
％

の
見
込
み
で
す
。
今
後
も
気
象
対
応

や
病
害
虫
対
策
を
徹
底
し
、
安
定
し

た
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
い
ん
げ
ん
部
会
は
、

７
月
11
日
に
Ｊ
Ａ
ご
と
う
本
店
に
て

出
荷
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
令
和
７
年
産
春
い
ん
げ

ん
の
出
荷
実
績
が
報
告
さ
れ
、
６
月

30
日
時
点
で
は
計
画
比
71
・
９
％
昨

年
比
81
・
２
％
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
反
収
は
８
５
６
㎏
で
、
前
年
の
約

68
％
と
や
や
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
も
出
荷
が
続
い
て
お
り
、
出
荷

量
・
反
収
と
も
に
今
後
微
増
の
見
込

み
で
す
。

　
播
種
は
２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
に

一
部
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
低

温
や
干
ば
つ
の
影
響
で
発
芽
不
良
・

生
育
遅
れ
が
生
じ
、
計
画
通
り
と
は

な
ら
な
か
っ
た
反
面「
キ
セ
ラ
ネ
オ
」

品
種
は
、
計
画
比
98
％
と
、
ほ
ぼ
達

成
し
、
特
に
収
量
・
品
質
面
で
好
調

で
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
抑
制
い
ん

げ
ん
（
い
ん
げ
ん
２
号
・
ス
テ
イ

ヤ
ー
）
の
作
付
面
積
は
86
㌃
と
な
り
、

前
年
の
１
０
８
㌃
か
ら
約
80
％
に
減

少
し
ま
し
た
。

　
現
在
試
験
的
に
栽
培
し
て
い
る
　

「
キ
セ
ラ
ネ
オ
」
の
品
種
に
つ
い
て
、

栽
培
し
て
い
る
農
家
か
ら
は
、「
色
・

形
と
も
に
綺
麗
で
は
あ
る
が
、
収
穫

の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
。
市
場
で
の
価

格
が
少
し
で
も
高
け
れ
ば
優
位
性
が

あ
る
が
、
現
在
で
は
な
ん
と
も
言
え

な
い
」
と
、
栽
培
に
関
し
て
の
リ
ア

ル
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
対
し
、
農
産
園
芸
部
は
、「
今

後
も
継
続
的
に
栽
培
し
つ
つ
関
係

農
家
と
の
現
地
検
討
会
を
開
催
し

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
本
店
で

「
令
和
６
年
産
び
わ
出
荷
反
省
会
」

を
開
催
し
、
長
崎
の
特
産
品
で
あ
る

び
わ
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
成
果
と
課
題

が
共
有
さ
れ
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上

と
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
の
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
部
会
長
を
務
め
ら

れ
た
馬
場
崎
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
挨

拶
で
幕
を
開
け
、
役
員
改
選
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
産
ハ
ウ
ス
び
わ
の
出
荷

実
績
は
約
８
・
８
ｔ
で
、
前
年
度
に

対
し
88
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
場
の
厳
し
い
冷
え
込
み

に
よ
る
育
成
の
遅
れ
と
、
出
荷
開
始

の
遅
れ
が
主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
県
内
全
体
で
も
出
荷
数
の
減
少

や
小
玉
傾
向
が
見
ら
れ
た
一
方
で
、

今
年
の
び
わ
の
キ
ロ
単
価
は
２
５
６

４
円
と
、
前
年
（
２
２
６
８
円
）
を

大
き
く
上
回
る
１
１
３
％
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
反
省
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動
計

画
も
共
有
さ
れ
、
毎
年
恒
例
の
現
地

講
習
会
や
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
も

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
も
聞

か
れ
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

し
た
。

　
そ
し
て
、
役
員
改
選
で
は
新
部
会

長
に
田
村
啓
一
さ
ん
、
副
部
会
長
に

は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
川
口
規
一
さ

ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
び
わ
部
会
は
、
今
後
も
講
習
会
や

研
修
会
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、

五
島
び
わ
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と

安
定
供
給
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

各種生産部　会反省会
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６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
、
職
場
体
験
や
見
学
な
ど
で
管
内

の
各
学
校
生
徒
・
児
童
が
Ｊ
Ａ
ご
と

う
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
福
江
中
学
校
か
ら
は
職
場
体
験
と

し
て
直
売
所
に
２
名
が
訪
れ
、
商
品

の
袋
詰
め
や
値
札
貼
り
な
ど
を
体

験
。「
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
仕
事

が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
朝
の
準
備
が

特
に
大
変
だ
っ
た
。」
と
話
し
ま
し

た
。

　
富
江
中
学
校
か
ら
は
富
江
支
店
に

３
名
が
職
場
体
験
に
訪
れ
、
管
内
施

設
を
見
学
や
、
三
菜
加
工
所
で
の
選

別
も
行
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
最
終

日
に
は
「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
を
選
ん
で
よ

か
っ
た
！
楽
し
か
っ
た
！
」
と
、
う

れ
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
久
賀
営
業
所
で
は
久
賀
小
学
校
の

児
童
２
名
が
職
場
見
学
と
し
て
訪
れ

ま
し
た
。
関
係
施
設
の
見
学
や
、「
１

日
に
お
客
さ
ん
は
何
人
来
ま
す

か
？
」「
人
気
商
品
は
な
ん
で
す

か
？
」
な
ど
、
仕
事
に
関
し
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

福
江
中
学
校

久賀小学校富江中学校

職員研修

未来へつながる職場体験
●草木が一斉に花を咲かせ、風景もがらりと変わり華やかになりました。●管内の小・中学校が職場実習に訪れました。様々なことを体験し、

地域の子どもたちにとって将来を考える貴重な時間となりました。 地域貢献

結束を新たに！下地区職員研修大会開催

●組合の「今」と「あるべき姿」について、組合長の

   訓話を通じて共通認識を深め、職員間の結束を

   強固なものとしました。

　7月26日、勤労福祉センターにて下地区職員大会が開催
され、当日は職員約100名が会場に集まりました。
　大会は職員信条の唱和から始まり、職員表彰では、優秀
職員表彰として2名、永年勤続表彰として2名、あわせて4名
が表彰されました。
　続いて行われた組合長の訓話では、「組合員に信頼され
るJAこそが、あるべき組合の姿である」と熱く語りかける
場面もあり、職員一同、真剣に耳を傾けていました。また、
事業報告および計画の説明では、今後の
方向性を全員で確認。
　大会の締めくくりには、ガンバロー三
唱で気持ちをひとつにし、地域農業の振
興と地域社会の発展に貢献する決意を
新たにしました。
　これからも地域や農家の皆さまの期
待に応えられるよう、職員一同、より一
層精進してまいります。

畜産農家推進対策プロジェクトチーム 発足
●JAごとうで畜産農家を応援する対策がスタート！関係機関が力を合わせて、地域畜産業の未来を築いていく取り組みです。

新規プロジェクト

　7 月 9 日、JA ごとう本店で「畜産農家推進対策プロジェ
クトチーム」のキックオフ会が開催されました。
　すでに土壌分析などによる土壌環境改善支援を進めてい
る野菜農家に続き、畜産農家への支援強化を目的に発足し
たプロジェクトで、JA ごとう、JA 全農、五島市、五島振興局、
肉用牛部会といった多くの関係機関が出席し、今後の協力
体制や支援の方向性について活発な意見交換が行われまし
た。
　会では、肥料・飼料価格の高騰や畜産物価の低迷といっ
た課題が続くなかで、地域農業の持続性を高めていくこと

が大きなテーマとなりました。
　具体的には土壌分析を促進し、土壌に適した使用肥料の
提案と施肥量のアドバイスを行うことで牧草の品質向上を
図り、より栄養価の高い自給飼料作りを目指す栽培指導です。
　野菜・畜産の両面から地域農業を支える体制を整え、持続
可能な畜産業の未来を築くための共通認識を深め、地域全体
で連携して課題解決に取り組んでいく決意を新たにしました。

地域の農業を拓く大きな挑戦

意見交換会

●よりよい県政を目指し、知事が県民と直接対話を行う「こんな長崎どがんです会」

　 がＪＡごとうで開催され、生産者や関係者各所と意見交換を行いました。

　
長
崎
県
の
次
期
総
合
計
画
に
関

わ
る
地
域
別
意
見
交
換
会
「
こ
ん

な
長
崎
ど
が
ん
で
す
会
」
が
７
月

15
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
に
は
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事

を
は
じ
め
、
生
産
者
の
代
表
な
ど

関
係
者
が
出
席
し
、(

株)

福
岡
ソ

ノ
リ
ク
を
主
体
と
し
て
建
設
予
定

の 「
五
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
と
「
有
機
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
話
題
の
中
心
と
な
っ
た

「
五
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
は
、
２
０
２
７
年
の
運
用

開
始
を
目
指
す
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
農
業
の
生
産
性
向
上
と
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

主
に
甘
藷
の
集
荷
・
貯
蔵
を
効
率

化
す
る
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の
整
備

や
、
そ
れ
に
伴
う
産
地
拡
大
、
物

流
改
革
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
や
法
人
経

営
へ
の
支
援
、
露
地
野
菜

の
取
り
組
み
拡
大
に
も
注

力
。
特
に
甘
藷
に
関
し
て

は
省
力
化
と
出
荷
体
制
の

改
善
に
よ
り
、
収
益
性
の

向
上
と
産
地
化
を
進
め
て

い
く
方
針
。

　
離
島
な
ら
で
は
の
物
流

課
題
を
解
決
し
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
と
新
た

な
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ

と
で
、
一
次
産
業
で
し
っ
か
り
稼

げ
る
「
五
島
モ
デ
ル
」
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
県
は
、
島
外

か
ら
の
農
業
参
入
も
積
極
的
に
後

押
し
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
７
月
25
日
に
は
、
内
閣

府
と
国
土
交
通
省
の
職
員
が
Ｊ
Ａ

ご
と
う
を
訪
れ
、「
五
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
取
組
へ
の
理
解
と
離

島
活
性
化
の
効
果
へ
の
期
待
も
高

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
五
島

地
域
の
農
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
持
続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
生
産
者
の
所
得
向
上
、
地
域

の
活
性
化
、
そ
し
て
豊
か
な
食
の

未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
一
歩
と

な
り
、
関
係
者
の
強
い
意
志
と
熱

意
が
示
さ
れ
た
、
非
常
に
意
義
深

い
場
と
な
り
ま
し
た
。

35 年以上の永年勤続により表彰

下地区職員によるガンバロー三唱

表彰理由 所属・氏名

優秀者
福江支店　 管理金融課貸付

中里　 拓海

優秀者
三井楽事業所　 営農指導員

小村　 篤志

永年勤続

（35年以上）

本店　 金融部長

松田　 初久

永年勤続

（35年以上）

本店　 経済部長

入口　 庄二

袋
詰
め
や
店
内
清
掃
に
励
む
生
徒
た
ち
。
職
員

か
ら
は
「
助
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

様々なことに興味津々な子どもたち。
笑顔の絶えない職場見学でした。

職場体験を通じて、今まで関わることのなかった
農家さんを身近に感じたと話していました。
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６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
、
職
場
体
験
や
見
学
な
ど
で
管
内

の
各
学
校
生
徒
・
児
童
が
Ｊ
Ａ
ご
と

う
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
福
江
中
学
校
か
ら
は
職
場
体
験
と

し
て
直
売
所
に
２
名
が
訪
れ
、
商
品

の
袋
詰
め
や
値
札
貼
り
な
ど
を
体

験
。「
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
仕
事

が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
朝
の
準
備
が

特
に
大
変
だ
っ
た
。」
と
話
し
ま
し

た
。

　
富
江
中
学
校
か
ら
は
富
江
支
店
に

３
名
が
職
場
体
験
に
訪
れ
、
管
内
施

設
を
見
学
や
、
三
菜
加
工
所
で
の
選

別
も
行
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
最
終

日
に
は
「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
を
選
ん
で
よ

か
っ
た
！
楽
し
か
っ
た
！
」
と
、
う

れ
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
久
賀
営
業
所
で
は
久
賀
小
学
校
の

児
童
２
名
が
職
場
見
学
と
し
て
訪
れ

ま
し
た
。
関
係
施
設
の
見
学
や
、「
１

日
に
お
客
さ
ん
は
何
人
来
ま
す

か
？
」「
人
気
商
品
は
な
ん
で
す

か
？
」
な
ど
、
仕
事
に
関
し
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

福
江
中
学
校

久賀小学校富江中学校

職員研修

未来へつながる職場体験
●草木が一斉に花を咲かせ、風景もがらりと変わり華やかになりました。●管内の小・中学校が職場実習に訪れました。様々なことを体験し、

地域の子どもたちにとって将来を考える貴重な時間となりました。 地域貢献

結束を新たに！下地区職員研修大会開催

●組合の「今」と「あるべき姿」について、組合長の

   訓話を通じて共通認識を深め、職員間の結束を

   強固なものとしました。

　7月26日、勤労福祉センターにて下地区職員大会が開催
され、当日は職員約100名が会場に集まりました。
　大会は職員信条の唱和から始まり、職員表彰では、優秀
職員表彰として2名、永年勤続表彰として2名、あわせて4名
が表彰されました。
　続いて行われた組合長の訓話では、「組合員に信頼され
るJAこそが、あるべき組合の姿である」と熱く語りかける
場面もあり、職員一同、真剣に耳を傾けていました。また、
事業報告および計画の説明では、今後の
方向性を全員で確認。
　大会の締めくくりには、ガンバロー三
唱で気持ちをひとつにし、地域農業の振
興と地域社会の発展に貢献する決意を
新たにしました。
　これからも地域や農家の皆さまの期
待に応えられるよう、職員一同、より一
層精進してまいります。

畜産農家推進対策プロジェクトチーム 発足
●JAごとうで畜産農家を応援する対策がスタート！関係機関が力を合わせて、地域畜産業の未来を築いていく取り組みです。

新規プロジェクト

　7 月 9 日、JA ごとう本店で「畜産農家推進対策プロジェ
クトチーム」のキックオフ会が開催されました。
　すでに土壌分析などによる土壌環境改善支援を進めてい
る野菜農家に続き、畜産農家への支援強化を目的に発足し
たプロジェクトで、JA ごとう、JA 全農、五島市、五島振興局、
肉用牛部会といった多くの関係機関が出席し、今後の協力
体制や支援の方向性について活発な意見交換が行われまし
た。
　会では、肥料・飼料価格の高騰や畜産物価の低迷といっ
た課題が続くなかで、地域農業の持続性を高めていくこと

が大きなテーマとなりました。
　具体的には土壌分析を促進し、土壌に適した使用肥料の
提案と施肥量のアドバイスを行うことで牧草の品質向上を
図り、より栄養価の高い自給飼料作りを目指す栽培指導です。
　野菜・畜産の両面から地域農業を支える体制を整え、持続
可能な畜産業の未来を築くための共通認識を深め、地域全体
で連携して課題解決に取り組んでいく決意を新たにしました。

地域の農業を拓く大きな挑戦

意見交換会

●よりよい県政を目指し、知事が県民と直接対話を行う「こんな長崎どがんです会」

　 がＪＡごとうで開催され、生産者や関係者各所と意見交換を行いました。

　
長
崎
県
の
次
期
総
合
計
画
に
関

わ
る
地
域
別
意
見
交
換
会
「
こ
ん

な
長
崎
ど
が
ん
で
す
会
」
が
７
月

15
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
に
は
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事

を
は
じ
め
、
生
産
者
の
代
表
な
ど

関
係
者
が
出
席
し
、(

株)

福
岡
ソ

ノ
リ
ク
を
主
体
と
し
て
建
設
予
定

の 「
五
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
と
「
有
機
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
話
題
の
中
心
と
な
っ
た

「
五
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
は
、
２
０
２
７
年
の
運
用

開
始
を
目
指
す
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
農
業
の
生
産
性
向
上
と
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

主
に
甘
藷
の
集
荷
・
貯
蔵
を
効
率

化
す
る
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の
整
備

や
、
そ
れ
に
伴
う
産
地
拡
大
、
物

流
改
革
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
や
法
人
経

営
へ
の
支
援
、
露
地
野
菜

の
取
り
組
み
拡
大
に
も
注

力
。
特
に
甘
藷
に
関
し
て

は
省
力
化
と
出
荷
体
制
の

改
善
に
よ
り
、
収
益
性
の

向
上
と
産
地
化
を
進
め
て

い
く
方
針
。

　
離
島
な
ら
で
は
の
物
流

課
題
を
解
決
し
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
と
新
た

な
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ

と
で
、
一
次
産
業
で
し
っ
か
り
稼

げ
る
「
五
島
モ
デ
ル
」
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
県
は
、
島
外

か
ら
の
農
業
参
入
も
積
極
的
に
後

押
し
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
７
月
25
日
に
は
、
内
閣

府
と
国
土
交
通
省
の
職
員
が
Ｊ
Ａ

ご
と
う
を
訪
れ
、「
五
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
取
組
へ
の
理
解
と
離

島
活
性
化
の
効
果
へ
の
期
待
も
高

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
五
島

地
域
の
農
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
持
続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
生
産
者
の
所
得
向
上
、
地
域

の
活
性
化
、
そ
し
て
豊
か
な
食
の

未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
一
歩
と

な
り
、
関
係
者
の
強
い
意
志
と
熱

意
が
示
さ
れ
た
、
非
常
に
意
義
深

い
場
と
な
り
ま
し
た
。

35 年以上の永年勤続により表彰

下地区職員によるガンバロー三唱

表彰理由 所属・氏名

優秀者
福江支店　 管理金融課貸付

中里　 拓海

優秀者
三井楽事業所　 営農指導員

小村　 篤志

永年勤続

（35年以上）

本店　 金融部長

松田　 初久

永年勤続

（35年以上）

本店　 経済部長

入口　 庄二

袋
詰
め
や
店
内
清
掃
に
励
む
生
徒
た
ち
。
職
員

か
ら
は
「
助
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

様々なことに興味津々な子どもたち。
笑顔の絶えない職場見学でした。

職場体験を通じて、今まで関わることのなかった
農家さんを身近に感じたと話していました。
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第１２回 島空マルシェ

電器展示会

見て・触れて・相談できる２日間

下地区 夏期合同展示会

夏空の下、笑顔咲く「第12回 島空マルシェ」開催！

　７月19日・20日の２日間、「下地区夏期合同展示会」が開催され、多くの組合員
さんや地域の皆さまにご来場いただきました。
　展示会では、冷蔵庫・テレビ・炊飯器など生活に身近な家電製品から、トラクター・
耕うん機などの農機、そして自動車と、幅広い製品がずらりと並びました。
　協賛各社の協力のもと、製品の専門スタッフも常駐。購入相談はもちろん、実際
に見て、触れて、相談できる貴重な機会となりました。
　中でも注目を集めたのは、日替わり「大特価抽選販売」。エアコンやフライパン、
扇風機などが１日と２日でそれぞれ異なる目玉商品が登場し、来場者のみなさんも
大いに盛り上がりました。暑い中ご来場いただいた皆さま誠にありがとうございま
した！

　
７
月
５
日
、
本
格
的
な
夏
の
始
ま

り
を
感
じ
る
快
晴
の
空
の
も
と
第
12

回
目
と
な
る
島
空
マ
ル
シ
ェ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
32
度
の
真
夏
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
回
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
お
馴
染
み
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
並
ん
だ
他
、（
株
）ア
グ
リ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
有
機
大

麦
茶
や
、
五
島
市
有
機
農
業
産
地
づ

く
り
推
進
協
議
会
か
ら
は
五
島
茶
・

マ
コ
モ
茶
な
ど
の
出
店
も
あ
り
、
地

域
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
発
信
。

　
ら
く
ス
マ
イ
ル
が
出
店
す
る
「
子

ど
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
ス
ラ
イ

ム
や
バ
ス
ボ
ム
作
り
な
ど
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
元
気
な
笑
い
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
経
済
部
か
ら
は

夏
の
風
物
詩
・
焼
き
と
う
も
ろ

こ
し
の
ほ
か
、
五
島
牛
や
五
島

美
豚
の
串
焼
き
、
か
き
氷
が
登

場
。
さ
ら
に
、
午
後
１
時
か
ら

は
特
別
ゲ
ス
ト
炎
上
太
鼓
振
興

会
に
よ
る
「
炎
上
太
鼓
」
が
披

露
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
で
観

客
を
圧
倒
。
会
場
全
体
が
盛
り

上
が
る
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

女性組織活動

絆深める夏休みの思い出

ちゃぐりんフェスタ

味噌作り アイス作り
　好きなジュースが

入った袋を、氷と塩を

混ぜた袋に入れて

シャカシャカ振ると…

なんとアイスのでき

あがり！夏休みの研

究にも活用できるア

イスづくりでした。

　茹でた大豆をつ

ぶし、塩麹を混ぜ

合わせ風通しのい

い暗所で４ヶ月ほ

ど保管すればでき

あがり！親子で仲

良く大豆をつぶし

ていました。

　今年もＪＡごとう女性部がお届けする食農体験イベント
「ちゃぐりんフェスタ」が 7月 26 日に開催されました！
　当日は、味噌作りやアイス作りなど、楽しみながら学べ
るプログラムが用意され、子どもから大人まで多くの参加
者が「食」と「農」に触れ、学び、絆を深め、夏休みの思
い出となる１日を過ごしました。
　五島の豊かな恵みと地域を支える農業の魅力を、親子で
一緒に体験できる貴重な機会となりました。
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11-1

　３等　　１３，０００円
　２等　　１３，５００円

①買取価格（30㎏あたり） ・ ・ ・ 　１等　　１４，０００円

②対　　象　　品　　種 ・ ・ ・ 　コシヒカリ ・ なつほのか
    　　     ヒノヒカリ ・ に こ ま る

主食用米のＪＡ出荷をお願いします
　米の供給不足を受けて、ＪＡごとうでは、地域の方々に地元でとれた
お米を安心して食べて頂くため、下記の通り買取価格を設けました。
　是非とも食用米の作付けとＪＡへの出荷をお願いいたします。

～ JA ごとうからのお知らせ～

●営 業 日：週３回（月・水・金）

●営業時間：８：３０～１２：００
※休業日における対応は西部支店 (☎0959-83-1121) にて承ります。

平素より当ＪＡをご利用頂きありがとうございます。この度、諸般の事情により

８月１８日（月）より、ＪＡごとう玉之浦詰所の営業日及び時間を下記の通り変更

させて頂きます。皆様のご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い致します。

～組合員の皆さまへお知らせ～
　先般開催されました、第 24 回 JA ごとう通常総代会におきまして、第 8号議案と
して上程しておりました「定款の一部変更の件」が原案のとおり可決され、行政庁
の認可を受けたことから、下記の通り出資金の限度額を変更させて頂きます。本来
であれば認可を受けた日より効力を生じ、変更をすべきところではありますが、シ
ステムの改修作業等により日程に遅れが生じております。組合員の皆様へはご迷惑
をお掛けすることとなり申し訳ありませんが、何卒ご理解・ご協力の程、よろしく
お願い致します。

限度額変更日：令和 7年 8月 1日

※また販売精算時の出資予約貯金振替率を下表の通り設定させて頂きます。
　併せてご理解・ご協力の程、よろしくお願い致します。

変更後限度額：400万円

出資金残高 振替率 出資金残高 振替率

200万円未満 1.5% 200万円未満 1.5%

200万円以上 1.0%
200万円以上
300万円未満

1.0%

－ － 300万円以上 0.5%

変更前 変更後
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ごとう農業協同組合
●ＪＡごとうNo.234　●発行／ごとう農業協同組合　編集／総務部企画管理課　〒853-0041　五島市籠淵町2450番地1　☎0959-72-6211
　　　　　　　　　  ●http://www.ja-goto.or.jp　　●印刷／（株）昭和堂
※本書の無断転写、複製、複写を一切禁じます。

編 集
後 記

　気づけばもう７月も終わり…。１か月が過ぎるのがあっという間で、「こ
うやって歳をとっていくんだなあ…」と、最近しみじみ感じています。
　小６の娘がおりますが、今年はなんと夏休みの宿題を早めに終わらせる
タイプに成長していてびっくり。小学校低学年の頃は、夏休みの終盤に

「まだやってない！」と焦っていたのに…と、娘の成長を感じながら、自分の変わらな
さにも少し笑ってしまいます。
　毎日うだるような暑さが続いていますが、体調にはくれぐれもお気をつけください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。
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令和７年　お盆期間中の営業について
一般業務 移動店舗 ＡＴＭ 自動車・農機・ＬＰＧ 人工授精 給油所 ＪＡグリーン 直売所 Ａコープ店舗

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

営　業

浦桑店（午後６時迄）
崎山店（午後５時迄）

8月16日
（土）

通 常 の 土 日 と 同 様 の 運 営
8月17日
（日）

8月12日
（火） 平　　　　常　　　　業　　　　務

8月13日
（水） 平　　常　　業　　務

午後5時迄営業8月14日
（木） 平　　常　　業　　務

8月15日
（金） 平　　常　　業　　務
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ちゃぐりんフェスタ

毎年恒例の楽しい「ちゃぐりんフェスタ」

女性部があつまり楽しく味噌とアイスを作りました。
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